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1 本書は、長野県上田市大字蒼久保字中村に所在する林之郷遺跡群の発掘調査報告書である。
2 調査は、主要地方道小諸上田線国補道路改良事業 (上田市梅ヶ丘～町吉田間)に先立ち、長野
県上田建設事務所の委託により、上田市が受託して実施 した。調査及び調査に係る事務は、上田

市教育委員会事務局生涯学習課が行つた。

3 現地調査は、2003(平成 15)年 5月 8日 から6月 30日 にかけて実施し、整理・報告書作成作
業は、2004年 (平成 16)年 3月 までの間に断続的に実施した。

4 基準・水準点設置、メッシュ (グ リッド)設置に係る各種測量、空中写真測量及び空中写真撮影は、
株式会 社こうそく東信営業所 (以下「こうそく」という。)に委託して実施した。また、遺構実
測作業は、山本万里が行ったものを基礎に、一部こうそくが行つた。

5 整理・報告書作成作業は、饗場奈那枝、井沢光子、石合好江、市村みつ子、大井敬子、田村まり子、
田村雄二、 丸田由紀子、山本万里が行つた。
6 本書に使用した写真は、主に中沢徳士が撮影し、航空写真はこうそくが撮影したものを使用した。
7 本書の執筆は中沢が行つた。
8 本調査に係る資料はすべて上田市教育委員会の責任下に、上田市立信濃国分寺資料館に保管し
ている。

9 本調査にあたり、多くの方々の御協力をいただいた。ご芳名を期して感謝する。 (順不同・敬称略)
豊殿地区自治会連合会、豊殿地区振興会、社団法人上田地域シルバー人材センター、佐野亥一、佐々

木但夫、佐々木英夫、村上正治、笹川廣、古沢辰男、坂本二三吉、笹沢政一郎、田中ふじめ、直井宝、

丸山袈裟人、木村義幸、竹鼻靖之

例
遺構

1 遺構の略号は次のとおりで、続 く番号は、本調査地内で任意に振つたものである。

竪穴住居址…SB一、土坑…SK一、ピット…P一、竪穴住居址のピット… p

2 実測図については、国家座標の北を頁の上とし、例外は方位を示した。
3 縮尺は、原則として原図 1/10と 1/20に 1/3縮小をかけて 1/30、 1/60と した。
4 レベルの標記はすべて海抜高 (単位 :m)である。
5 網点は焼土を示す。
6 遺構観察表の長さの単位はmで、主軸方位は国家座標の北からの角度で示した。また、竪穴住居
址の壁高、土坑・ピットの深さは、検出面からの深さを示した。

7 土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色彩票監修の
『新版標準土色帖』1990を用いて判別した。

8 遺構写真の縮尺は任意である。
遺物

1 実測図は、原図 1/1に 1/3縮小をかけて 1/3と した。
2 遺物観察票の「胎」は胎上を、「焼」は焼成を、「色」は色調を示し、色調は、農林水産省農林水
産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色彩票監修の『新版標準土色帖』1990を 用いて

判別した。法量の単位はすべて cmである。

3 写真の縮尺は任意である。

例
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第一章 調査の経過
第 1節 調査に至る経過

平成 13年 10月 23日、公共事業に係る埋蔵文化財の保護協議において、長野県上田建設事務所 (以

下「建設事務所」という。)か ら、主要地方道小諸上田線国補道路改良事業に伴う上田市梅ヶ丘～町

吉田間の道路拡幅施工について協議があつた。対象となる道路は、通称「祢津街道」と呼ばれるもの

で、施工予定区間は道幅が狭 く、自動車のすれ違いが困難な箇所である。計画では、上田市の梅ヶ丘

地区から町吉田間延長 300mの現道幅 5mを 10.5mに拡幅するというもので、平成 14年度事業 と

して計画していた。

遺跡分布図によれば、予定地は林之郷遺跡群を横断しており、上田市教育委員会事務局生涯学習課

文化財係 (以下「事務局」という。)では、平成 14年度国庫補助事業「市内遺跡発掘調査」により

拡幅部分の試掘調査を実施した。

調査の結果、土師・須恵器片とともに住居址のプランが検出され、遺跡の存在が確定された。この

結果、施工前の発掘調査による遺跡の記録保存が必要となり、埋蔵文化財発掘調査の委託契約を平成

15年 1月 6日 付で締結した。しかし、平成 14年度末に至っても用地買収が難航しており、調査に

入れる目途は立っていなかったため、予算と契約を平成 15年度に繰り越して、用地買収が完了した

平成 15年 5月 8日、現地調査に着手した。

第 2節 調査の方法
1.遺跡名と略記号

周知の埋蔵文化財包蔵地である林之郷遺跡群は、複数の遺跡により構成されている。『上田市の

原始・古代文化』 (1977年上田市教育委員会)に よれば、漆戸の茅御堂、林之郷の境畑・貝戸・池田・

狐塚・松ノ木・下ノ畑、蒼久保の中村Ⅱなどの8遺跡により構成されているという。(その後の調査で、

漆戸の西平、林之郷の金井地籍にも存在することが判明している。)

過去には、漆戸の茅御堂地籍の調査において、単独の遺跡として扱つた経過もあるが、遺構密度

の濃淡はあるにしろ、全体として弥生時代後期から平安時代の集落遺跡であり、立地も神川左岸第

2段丘上の微高地にあることから、昭和 63年の調査以降は、「林之郷遺跡群」という一連の遺跡と

してとらえてきた。従つて、遺跡略号は「Hayashi― No― Gou」 の頭文字 HNGを 遺跡の略号として

付してきた。また、今回の調査区は、過去に A・ B・ C・ E地点の調査を行ってきており、調査予

定であった D地点の調査がなかったため、今回の調査地に付し、今回の調査の略号として「HNG‐

D」 を用い、各種の記録や遺物の注記等に用いた。

2.調査区の設定

調査区域は、遺跡の存在が知られた今回の道路拡幅部分である。現在の路面は、改修がなされる

ものの、路盤下に遺跡が保存されているため、現状保存とした。

3.グリッドの設定

過去の林之郷遺跡群の調査においては、最終的に空中写真撮影で座標値を抑えているものの、調

査中のグリッドは全 く任意のものであった。今回の調査においては、改めて国家座標に則つたメッ

シュを切り、1単位の大きさが 3× 3mのグリッドを設定した。メッシュ交点には記号を与え、座
標値 X=43,200.00、 Y=-18,651.00を A00と して、南方向に A、 B、 C、 D…、東方向に 01、 02、

03、 04… という順に進むものである。例えば、基準点から南に 18m、 東に 21mの地点は F07と



表される。各種の現地平面測量には、このメッシュ番号が用いられている。また、グリッド番号は、

北東の交点のメッシュ番号を用い、遺物の取り上げに用いた。

4.遺構測量

遺構の平面測量は、前述のメッシュを基準に v20縮尺で行つた。また、現地調査終了時には、

ラジヨンヘリコプターによる空中写真測量も行つている。断面図や上層図は手取 りによるものであ

り、エレベーション図作成には、空中写真測量の成果も用いている。

5.遺構の掘り上げ

現地調査における表上の除去は、主に重機によって行い、その後遺構検出作業、遺構掘り上げ作

業はすべて人力で行つた。

第 3節 調査日誌
平成 15年

5/8現 地調査着手。調査区西端から東に向かって道路拡幅幅で表土を剥く
゛
。昨年の試掘調査で検

出された住居跡を再度検出した。

5/13調査区南側に所在する農機具小屋への導入路を遺構の検出されなかった場所に改めて取 り付

ける。

5/14表土剥ぎを続ける一方、遺構の検出された箇所の精査を作業員により行う。本日までで、竪

穴住居跡 6件、掘立柱建物跡 2件などが検出される。

5/19古川石材跡地の試掘調査。遺構はなく、調査対象地からは外す。いつたん現地調査を休止する。

6/9現 地調査を再開する。測量業者によるメッシュ杭打ちと、現場作業員による遺構検出作業を
行う。遺構検出作業はこの後、6/13まで行う。

6/16遺構掘り上げ作業に着手
6/25遺構掘り上げ作業をするとともに、空中写真撮影に備えて調査区周辺の草刈りを行う。
6/27岩瀬農機西側の住宅跡地の試掘調査 (表土剥ぎ)を行う。遺物は若千出土するものの、遺構

はなく、5/19の調査とあわせると、林之郷遺跡の西端が小諸上田線から梅ヶ丘団地に入る市道

までと判断される。

6/30空中写真撮影を行う一方、現場機材を撤収してすべての現地調査を終了する。

以降、埋蔵文化財整理室において、遺構図等の実測図面や遺物の整理作業、報告書編集作業を行

い、平成 16年 3月 19日 に調査報告書を刊行してすべての調査事業を終了した。



第二章 遺跡の環境
第 1節 自然的環境

林之郷遺跡が位置する地域は、千曲川右岸に展開する上田盆地の東側にあたる。ここは特に上田盆

地の北東部に答える四阿山 (2,332m)に源をもつ神川によって形成された一大扇状地形を呈する地

域である。神川左岸の神川扇状地では、第 1段丘面 。第 2段丘・第 3段丘面及び赤坂集落の谷口扇

状地などから構成されている。第 1段丘面では標高約 580mの 大日ノ木集落付近を頂点として半径
4kmの規模で南に広がり、その先端部は 500mの標高をもって段丘崖として終わる。またこの押出
しが第 2段丘にも及び、新しい扇状地をつくっている。現在の神川は回春して下刻し、この面より

かなり低いところを流れているが、長い年月のうちに流路が次第に西に偏したため、このように南北

方向に見事な三段の段丘を形成しているといえるのである。

第 1段丘面は現河床面より約 20～ 30mの比高をもち、森 。大日ノ木・小井田・町吉田などの各
集落が立地する広い面で、通称吉田面と呼ばれている。この面の地質は神川の運んだ厚い砂礫層から

なり、地表面は 1～ 2mほ どの厚さを持つローム層に覆われている。古 くから周辺の神明川や瀬沢
川から、この面に水を取 り入れたり、また吉田堰 (童女堰)の開削などによる開拓が行われたため、

現在立派な水田地帯となっている。しかし、昭和 62年度この面の大字芳田字訳口上に所在する訳口

上遺跡の発掘調査を実施した地域では、水便の悪さのため、下流の水田地帯へ用水を公平に配分する

用水堰の分配施設としての「分け口」が字名になったと見られ、水に苦心をしたかつての歴史を見る。

近年この面の段丘崖に沿って、桜台・みすず台などの住宅団地もでき、また浅間山麓広域農道などの

開通に伴つて、様相が一変しつつある。

第 2段丘面は今回発掘調査した林之郷遺跡が位置する面で、第 1段丘より約 10～ 12m低 く形成
されている。この面も比較的広 く林之郷や上青木など五つの集落があり、林之郷面と呼ばれている。

地質も第 1段丘面 と比べて、あまリローム質の強 くない土層で比較的通水性もよく、またいくつか

の用水堰に恵まれているため、現在同様に広い水田地帯になっている。この面もまた宅地化の波が押

し寄せてきていることもいなめない。林之郷集落周辺では、住宅のある部分がやや高い微高地となっ

ており、集落東側、すなわち第 1段丘崖下で低 くなる、いわゆる後背湿地の様相を呈していること

がわかる。遺跡の主体部は、したがつてこの若干高い部分の集落の中で、さらに一帯に広がっている

ことが分布調査で確認されている。また、第 3段丘面は全体的には神川氾濫原 としての比較的狭い

平坦面としてとらえられている。この段丘面に包括されている久保林集落のあるところは、2～ 3m
高い微段丘を形成して安全な平坦地となっている。この面は久保林面と呼ばれているところであるが、

やはり近年宅地化が急速に進化しており、かつての景観が変貌している。

一方、神川右岸の染屋面では 25m内外の急崖となっており、僅かにベンチ状に第 2。 第 3段丘が
形成せれているだけである。これは前述の通り、神川の流路が下刻と同時に漸次西偏したため、東側

の左岸では見事な段丘となるのに対して、右岸では浸蝕され段丘が形成されにくいといえる。

今回の調査区域内でみると、林之郷遺跡が立地する微段丘を形成する過程において、幾たびかの氾

濫があったようである。SB―Ol東側の遺構検出面は、砂の混じった礫層となっている。SB-03～ 05、

ST-01は 、この礫層をくり抜いて作られている。一方、これらの遺構の覆土は砂礫が混じるものの、

土砂等で一気に埋まった様子は見られず、住居の廃棄後に暫時埋まっていったようであるので、遺跡

が形成された弥生時代以降は、比較的落ち着いた立地となっているようであるが、現在でも大雨の際

には、たびたび床下浸水等、被害が報告される地域でもある。
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番号 遺 跡 名 時 代 備 考 番号 遺 跡 名 時 代 備 考

2 石矢遺跡 縄弥平 30 荒神田遺跡 平

3 赤坂将軍塚古墳 古 市指定史跡 31 訳日上遺跡 奈～平 87年度調査(市 )

4 托田遺跡 縄。平 32 中吉田遺跡 縄弥平

5 北屋敷遺跡 縄・平 33 今井遺跡 平

6 城山遺跡 縄 34 いなご坂遺跡 縄

7 上組遺跡 平 35 吉田原古墳群 古

8 矢沢古墳 古 39 中道遺跡 縄・弥

9 宿組遺跡 平 40 上野東遺跡 縄

10 平沢遺跡 平 41 陣馬塚古墳 古 93年調査(県 )

下左日遺跡 縄 42 玄馬塚古墳 古

12 下樋日遺跡 平 43 熱泰寺古墳 古

13 石坪遺跡 弥 44 熱泰寺遺跡 縄

14 神林遺跡 縄弥平 91年調査(市 ) 45 七ツ塚古墳群 古 市指定史跡

15 下郷古墳群 古 91年調査(市 ) 46 塚田塚古墳 古

16 大日ノ木古墳 古 47 野竹塚古墳 古

17 大日ノ木遺跡 縄弥平
93～95調査(県 )

01調査(市 )

48 篠井久保遺跡 弥・平

49 笹井塚古墳 古

18 北の平遺跡 平 50 掛の宮遺跡 縄・古

19,20 八千原・堂下遺跡 縄～平 90年調査(市 ) 51 掛の宮古墳 古

９
一 太田遺跡 平 74・ 95年調査(市 ) 52 染屋台条里水田遺跡 弥～平 断続的に調査

22 柴崎古墳 古 54 国分遺跡群 弥～平 97～99調査(市 )

23 井戸田遺跡 縄弥平 56 国分寺周辺遺跡群 弥～平 00～Ol調査(市 )

24 尾無遺跡 縄・平 398 氷沢古墳群 古

25 林之郷遺跡群 縄～平 88・ 90年調査(市 ) 399 氷沢遺跡 縄・平

26 日ノ井古墳 古 407 矢沢氏支城跡 近

27 高寺古墳群 古 410 伊勢崎城跡 近

28 生地場古墳 古 412 岩門城跡 近

29 中村遺跡 縄 備考の数字は西暦で、o内は調査主体である

第 1表 林之郷遺跡群周辺遺跡一覧表 (番号は、県の遺跡番号である。)



第 2節 歴史的環境
上田市域の東側にあたる一帯の歴史的環境を見てみると、とくに考古学的遺跡で烏帽子岳西南麓に

分布する遺跡として把握され、各段丘からは縄文期から奈良・平安時代に属すいくつかの遺物・遺構

が確認されている。

今回調査を実施 した第 2段丘面の考古遺跡から概観すると、まず林之郷遺跡群は、北から漆戸・

林之郷 。蒼久保の地籍に長 くまたがり、小字としては北から、漆戸の西平・茅御堂、林之郷の境畑・

貝戸・池田・狐塚・松ノ木・下ノ畑・金井、蒼久保の中村などの各遺跡があり、今回の調査地点は、

遺跡群の最南端中村地籍である。また、この遺跡群の北側には林之郷地籍の太田、漆戸地籍の八千原・

堂下 。北の平などの遺跡が確認されている。

このうち、今回調査地の北 100mの林之郷の狐塚・金井地籍は、昭和 63年 2,200平米の発掘調査
を実施しており、古墳時代後期から平安時代末の住居址 16件や掘立柱建物址 3件などを検出してい

る。また、今回調査地点の lkm北方の太田・茅御堂の両遺跡は、昭和 49年広域農道建設に伴う事
前の発掘調査が行われ、太田遺跡からは古墳時代後期の住居址 4軒、同期の高床状遺構、また平安
時代国分期の住居址 4軒 とこれらに伴う豊富な遺物を検出した。また茅御堂遺跡からも古墳時代前
～後期の各住居址決び集石遺構・竪穴遺構 とそれぞれに伴う遺物が検出され、この地域の様相がかな

り明らかにされたのである。太田遺跡から北に連続 して広がる法楽寺遺跡については、平成 7年か

ら 10年 にかけて 2万平米にわたる発掘調査を実施 し、弥生時代後期、古墳時代後期、奈良・平安時
代の住居址 500件余りを検出し、現在整理作業を行っている。また、茅御堂遺跡の北側については、
平成元年に「林之郷遺跡 E地点」として 4,000平米の発掘調査を実施 し、弥生時代後期の住居 1件
と消失家屋を含む古墳時代後期の住居址 26件を検出した。
また、林之郷遺跡群の北側、法楽寺遺跡の東側微段丘上に広がる八千原遺跡も平成元年に 8,000

平米にわたる発掘調査を実施し、縄文時代中期から後期の、敷石住居を含む住居址 68件の他、埋甕、
集石遺構を多数検出している。

古墳では、今回調査地点から 1.4km北方の下郷地籍に所在する下郷古墳群は、平成 2年度の発
掘調査で 4期を調査し、直刀や雲珠 (う ず)な どの副葬品とともに人骨も出土している。前述の法
楽寺遺跡においても、円墳の周溝が確認されている。調査地の南側では、蒼久保字中村に高寺古墳

1・ 2・ 3号墳が、およそ 30m前後の間隔で南北に並んでいる。
いずれもほとんど破壊された古墳で、正確な規模は不明であるが、3号墳の残存状態等から直径約
5m・ 高さ約 lmほ どの比較的小規模な終末期古墳と見られる。同様な規模の生地場古墳が高寺古墳
の僅か西南部の墓地内にある。また、林之郷字塚田の段丘端部にも日ノ井古墳がある。この古墳も墓

地内にあり、墳丘が破壊され石室が露出しているが、直径約 9mほ どの円墳 とみられる。なお、対
岸の第 2段丘面にあたる笹井地籍にも、笹井塚古墳・掛ノ宮塚古墳また第 1段丘面の社宮寺古墳等
の小規模な終末期古墳があり注意される。このうち特に笹井塚古墳からは、かつて直刀 2本 と刀子
などが発見されている。

古代以前の当地域の歴史は、考古学的な知見の中でしか知 り得なかつたが、前述の法楽寺遺跡の発

掘調査において出上した銅印「宍来 (未)私印」により、古代朝廷に獣肉を献上していた「宍部」「宍
人部」の存在が注目されている。また、同遺跡からは、金銅三尊仏や碧などの仏教法具も出上し、「法

楽寺」という地名が、その東南にある「茅御堂」の地名と相まって、現実味を帯びてきている。同時に、

『日本霊異記』下巻 23話の「小県郡嬢里の大伴連忍勝」の説話の嬢里は、『不日名抄』の「童女 (嬢 )郷」
であり、正倉院宝物の「海野郷」に比定され、林之郷遺跡の東側、第一段丘上を流れる「嬢堰 (吉田堰 )」

の存在もあって、現在の東部町から神川左岸に比定されており、俄然上田地域の古代史研究の注 目さ

れるところとなつている。

中世以降については、この地に上田と中世豪族の祢津氏の居館址といわれる東部町祢津の古御館を

結ぶ「祢津道」が通 り、その道路沿いの集落として発展してきた。今回の調査地はこの「祢津道」の

通過ルートである。

6



第 3節 遺跡の基本層序
林之郷遺跡の基本層序は、次の図のとおりである。

層序 1は、SB-01・ 02付近のもので、東に向か うに従つて、暫時層序 2のパ ターンとなる。
SB-04・ 05付近は層序 2の とおりで、砂礫層に住居を掘り抜いて造っている。

耕作土

5YR5/2

弱粘質灰褐色土

10YR7/4

にぶい黄橙色土

層序1 層序2

第 2図 調査区の基本層序
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1.検出遺構

寸

第 3章 調査の結果

19

18

17

16

15

10

9

8

7

32

31

30

29

28

27

26

２３

２２

２‐

２０

第 4図 検出遺構分布図
♀      1      1lm



1

2
3
4
5

7 5YR2/3極 暗褐色ンルト
7 5YR3/3暗掲色シルト
10YR3/3暗 褐色シルト
10YR2/3黒 褐色シルト
10YR2/2黒 褐色シルト

0             2m

第 5図 SB‐01遺構実測図

第 2表 SB‐Ol遺構観察表

位

置

グリット D12,E12,F12,D13,E13,F13,D14.E14,Fl
鼈
位置 主軸方位

標  高 521,75～ 521.95 規模

規

模

規模 ?× 5.06 床面積 不明
備

考

住居址北側は現道路敷き下に入り、全体の規模は不明。

鼈も道路敷き下にあるものと思われる。SK― Ol,02,03に 切

られる。
壁高 南壁 0。22 西壁0.12

平面形態 隅丸方形 主軸方位 N‐ 25° ―E

10



の́各

盈課第
2羅

摺色シ々
～

御風tつかりしたつ
7 5YR3/3暗褐色
7 5YR2/3極暗褐色
7 5YR2/2黒褐色 (炭化物焼土混じり)

＼ レ

0            2m

Ｅ‐‐
＋

0             1m

1 7.5YR2/2黒褐色
2 7 5YR4/4褐色
3 7.5YR2/2黒褐色 (焼土混じり)
4 焼上の硬い上
5 7.5YR2/3極暗褐色
6 10YR3/4暗褐色

第 6図 SB‐02遺構実測図

第 3表 SB‐02遺構観察表

位

置

グリット D10E10 Ell
鼈
位置 北東壁中央 主軸方位 N‐42° ―E

標 高 521.75～521.80 規模 D.80× 0,90

規

模

規模 40× ? 床面積 不明
備

考

住居址南側は調査区域外に入っており、全容は不明。床

は堅191に 叩き締められている。
壁高 北東壁0.22

平面形態 隅丸長方形 ? 主軸方位 N‐35° ‐E



7 5YR4/3褐色
7 5YR3/4暗掲色
7 5YR2/2黒褐色 (焼土混じり)
10YR4/4褐 色プロック

の各

鵠

0           2m

幹
§
Щ

1 10YR3/3暗褐色
2 7.5YR2/3極暗褐色
3 10YR4/4褐 色
4 10YR2/3黒褐色
5 焼土
6 7 5YR3/3暗褐色 0             1m

第 7図 SB‐03遺構実測図

第 4表 SB‐03遺構観察表

耕作土
5YR5/2弱粘質灰褐色上)
7 5YR2/2黒褐色 (し っかりした■)
7 5YR3/3暗褐色

位

置

グリット 120 」20 J21
鼈
位置 北東壁中央 主軸方位 N-45°  一E

標  高 テ21.93-521。 96 規模 1.20× 0,95

規

模

規模 4.66× ? 床面積 不明

備

考

住居址の南半部は調査区域外となっている。遺構の一部

が攪乱により破壊を受けているが、全体としての残存状

況はよい。
壁高 北西壁0.22 東南壁0.20

平面形態 隅丸長方形 ? 主軸方位 N-45° 一E
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,そ魯

０２９
＋

Ｐ２９
＋

0           2m

SB-04,05遺構実測図

位

置

グリット M27M28N27N28028
鼈
位置 北東壁中央 主軸方位 不明

標  高 522.16～ 522.21 規模 不明

規

模

規模 3.90× 3.30 床面積 H.7
備

考

検出時から床面の一部が露呈していた。亀は支脚が残る

ものの、袖等は残つていなかった。
壁高 】ヒ壁0.12 西壁0.04

平面形態 隅丸長方形 ? 主軸方位 N-28.5° ‐E

第 5表 SB‐04遺構観察表

位

置

グリット M27M28N27N28028
霊

位置 北東壁中央 主軸方位 不明

標  高 522.16～ 522.21 規模 不明

規

模

規模 3.90× 3.30 床面積 H.7

備

考

床面だけで検出されるが、それも西半部は残っていな

かった。
壁高 北壁0.12 西壁0.04

平面形態 隅丸長方形 ? 主軸方位 N‐ 28.5° ―E

第 6表 SB‐05遺構観察表
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第 9図 ST‐01遺構実測図

湧

／

Ｑ

位

置

グリット L26～ 27 M25～ 28 N27
翻
ピッ
ト

P3C),P31,P32,P33,P34,P35,P36,P37,P39,P40 (各 ピッ

トのスケールはピットー覧表を参照)
標  高 522,28(柱底部)

規

模

桁行3間 (5.40m)梁行2間 (3.80m)

柱間寸法 脩行1.8m 梁行1.9m 備

考主軸方位 N-65° ―VV

第 7表 ST‐01遺構観察表
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522.10 522.20

7.5YR2/2黒褐色シルト
7 5YR2/3極暗褐色ンルト
(10YR4/4褐 色混じり)

稲

稲

522.70

6 P-2

-◎ ―

52220

-  「

7.5YR2/2黒褐色シルト
10YR2/2黒褐色砂質土

7 5YR2/2黒褐色シルト
10YR2/3黒 褐色シルト

第 10図 SK実測図

6 Pl

―

◎

―

522.20

-′

―

な
P-4            522 20

―P弓    塑
.20

学

庁

U
52220

―

ё P ll

―◎詢

6

生δ姦別
―

望◎瓦別
―

全
遣あ―

522.10

Rヒ  ノ…

。.  P15

-@―

522.10

‐ y~

0            2m

第 11図 ピット実測図(1)
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遺構―No 長 径 短 径 深  さ 備  考 遺構―No 長 径 短 径 深  さ 備  考
SK-01 151 (HO) 72 SB‐01を切る P-25 105 20

SK-02 102 32 SB―Olを切 る P-26 質
υ 5C

SK-03 102 74 44 SB-01を 切 る P-28 68 64 40

P―Ol 64 61 10 P-29 69 59 16

P-02 63 54 12 P-3C 5Cl 44 7 ST-0 構成ピット
P-OC 32 (28) 6 P-04にり9ら 1宅る P-31 52 42 14 ST-0 構成ピット
P-04 57 40 7 P-03を 切る P-32 40 36 13 ST-0 構成ピット
P-OG 68 (68) 10 P-33 45 44 8 ST-0 構成ピット
P-OC 100 95 20 P-34 48 47 ST-0 構成ピット
P-07 62 60 12 P-35 60 50 7 ST-0 構成ピット
P― Og 60 56 10 P…36 62 53 20 ST-0 構成ピット
P‐09 44 35 8 P-10を切る P-37 52 46 23 ST-0 構成ピット
P‐ 0 75 54 10 P-09に切られる P-38 37 3C 7

P― 1 44 42 3C P-39 52 50 7 ST― Ol構成ピット
P―
９
争 45 42 P-4C 56 (37) 7 ST-01構成ピット

P― 3 5C 47 lg P-42 92 72 41

P― 4 56 48 15 P-43 110 70 40

P― 5 36 32 16 P-46 68 62 8
P‐ 7 74 5Z 33 P-47 7C 59 36
P‐ 86 5C 30 P-48 62 57 20

P-2C 4[ 4C 32 P-49 54 51 18

P-21 4C 38 35 P-5C 46 44 10

P-22 5判 51 23 P-51 47 40 13

P‐23 75 70 22 P-52 70 64 20
P-24 8g 78 14

第 8表 SK、 ピット遺構観察表
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第 13図 出土遺物実測図(1)
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幾鞄嗽
遺構外-1

第 14図 出土遺物実測図(2)

SK-01-1

劇

Ｈ
亀
麟

鯵

P-23-1

遺構外-2

0           1 0cm
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Ｎ

Ｎ

構

版

遺

図 種類

量

存

法

残
器    質 成形・形態ほか 整形ほか

SB-01

1

不
　
徳

回径 14.0
器高 4.4
口縁2/3～底部完

胎 ;石夷、際、杷砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)5Y6/171灰 7 5YR6/4に ぶい橙

(内)5Y6/1灰  7.5YR6/4にぶい橙

丸底から体部外内面は稜を有

して外傾して立ち上がる 器
高に歪みあり

軸轄成形

外)口縁～体部軽軽による撫で

底部転轄による箆切りの後撫で

内)日縁～体部機轄による撫で

底部撫で 一部酸化炎焼成となる

SB‐ 02

1

不
　
鰤

口径(160〉

器高 58
底径 (8.3)

底～日縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)7 5YR6/41こぶい橙 3/1オ リデ黒

(内 )7.5YR3/1オ リーブ黒

半ほか ら体部は肉弯 しなが ら

立ち上が る

(外〉口縁～体部機軽による撫で

体部最下位横・斜位の箆削り

底部箆撫で

(内)箆磨き 黒色処理

SB-02

2

不
　
　
無

日径 122
器高 4.1
底径 82
ほぼ完存

胎 ;礫、白色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)7.5YR74に ぶい褐

(内 )7.5YR5/4にぶい褐

外傾する高台から体部は外反

気味に立ち上がる

椛轄成形 付高台

(外 )日縁～体部啜聰による撫で

底部回転糸切りの後箆撫で

高台部横位の撫で

(内)軸鞭による撫で 酸化炎焼成

SB‐ 03

1

甕
　
　
抑

口径(20.0)

残高 7.6
底径

口縁～胴部上位

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)7 5YR6/3にぶい褐 守l褐灰

(内)7 5YR6/41こ ぶい橙

頸部は「コ」の字状に外反し

日唇部を丸く納める

粘土帯積上

(外 )日縁～頸部横位の撫で

脚部横位の撫で

(内 )横位の撫で

2と 同一個体と思われる

SB-03

2

甕
　
帥

日径

残高 21.2

底径

底部～胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒合む

焼 ;良好

色 ;(外)7.5YR5/3,6/3に ぶい褐

(内 )7 5YR5/3にぶい褐 5/2灰褐

ほ部は不安定な

粘土帯積上

(外 )胴部斜位の毘肯Uり  愚部琵切

(内 )箆撫で

1と 同一個体 と思われ る

SB‐ 03

3

菱
　
『

口径(13.8)

残高 8.1

は径

日縁～胴部一部

愉 ;雲廿、保、租砂種含む

焼 ;良好

色 ;(外)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR5/4にぶい褐

最大径を胴部に有し、類部は

大きく外反する

) で撫よ軽輻 る1外

1内 )鞭轄による撫で

4と 同一個体か

SB-03

4

甕
　
　
卸

日径

残高 1.8
底径 (7.4)

底部3/4

胎 ;雲母、租砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)5YR6/4に ぶい橙 4/6赤褐

(内 )5YR4/6赤 褐 6/2灰褐

(外)胴部横位の撫で

底部回転糸切の後箆調整

(内 )磁戦による撫で

3と 同一個体か

SB-03

5

饗
　
獅

日径 (8.0)

残高 (80)

底径 48
底部～頸部V2

胎 ;雲せ、際、粗砂紅含む

焼 :良好

色 ;(外)7.5YR5/3にぶい褐

〈内)7.5YR6/3に ぶい褐 4/1褐灰

僅かに上げ底気味のほ部から

脚部は球状を呈して短く僅か

に外反する日縁部に至る

(/1・,猟で ほ齢四審糸切
(内〉撫で

回縁部は剥離している部分も多く

図以上に立ち上力Iる可能性もある

SB-04

1

不
　
帥

日径(15.5)

器高 5.6

底径 53
日縁 1/3～底部完

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)2 5YR6/6橙

(内 )10YR2/1黒

小振りの平底から体部は内弯

して立ち上がる

粘土紐まきあげ

(外)口縁～体部積位の撫で 体部
最下位横位の箆肖Uり  底部箆切
(内)横・斜位の精級な箆磨き

黒色処理

SB‐ 04

2

甕
　
鰤

口径(19.7)

残高 12.5

底径

口縁～胴部上部

胎 ;租砂種含 む

焼 ;良好

色 ;(外)5YR6/4に ぶい1登

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

最大径を胴部に有し、顎部は

「く」の字状に外反する

粘上帯積み上げ

外)日稼～襲部積位の撫で

胴部横・斜位の箆削り

内)横位の撫で

SB‐ 04

3

菱
　
帥

日径 14.7

残高 14.4

底径

口縁～胴部中位

胎 ;租砂柾含む

焼 ;良好

色 ;(外)5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )7 5YR6/4にボい橙

最大径を胴部中位に有し、襲

部は緩く外反する

粘土帯積み上げ

1外)日稼～類部積位の熙で

胴部斜位の箆削り

1内 )撫で

SB‐ 05

1

不
　
額

径 (

一局

径

残

底

口

日縁部 V4

胎 ;際、祖砂種含む

焼 ;良好

色 ;(外)7.5YR6/1灰 1/4灰

(内 )7 5YR6/1灰

膵部は内弯し口縁部で外反す

る

(外 )軽軽による撫で

(内 )犠韓による撫で

SK-01

1

不
　
　
卸

口径

器高

底径

完存

胎 ;雲母、際、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)7 5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/6橙

平底から体部は大きく外反し

て開く

犠輯成形

(外)ほ部回転糸切

体部機強による撫で

(内 )機鞭による撫で

P-18

1

鉢
　
　
文

深

　

縄

往

高

径

部

日

残

底

一

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ,(外)7 5YR4/6褐

(内)7.5YR4/6褐

(外 )とR縄文を施した後、沈線によ

り区画を作る

(内)撫で

甕
　
　
鰤

日径(230)

残高 4.8

底径

日縁部1/6

胎 ;雲せ、租砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外〉5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/6明 赤褐

頸部は外反し、日唇部は短く

内弯する

(外 )横位の撫で

(内 )横位の撫で

遺構外

l

鉢

　

文

深

　

縄

口径

残高

底径

一部

胎 ;雲母、際、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)7 5YR5/6明褐

(内)7.5YRν 6明褐

(外)LR縄文を施した後、浅い沈緑

で区画を設け、隆帯には細い刻

み目を入れる

(内 )撫で

遺構外

2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

径

高

径

部

回

残

底

一

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ,(外)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR4/4褐

1外)RL縄文を施した後、沈繰で区

画する

1内 )

第 9表 出土遺物観察表
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一一分一一一
一一工）一ｉｔ一≡ラン

PL01調査地全景真上写真

PL02調査地全景写真 (南から)
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SB‐01(南から) SB‐04 (南から)

SB-02(南から) SB-04竃 (南から)

SB‐02:箇  (F君から) SB-05(南 から)

SB-03 (南から) ST-01(東から)

SB-03宿置 衛衛んヽら) 調査作業風景 (西から)

９
↑
９
僧



示
=孝

SB‐01(1)

SB‐02(1)

SB-02(2)
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ｒ
，
■

，一一， オ一，ｉ４年一

■

一　

　

　

　

１
／

SB-04(1)

SB・04(2)

SB‐03(1)

０
０
９
色

SK-01(1)
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